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研究課題：スターチス・シヌアータの灰色かび病軽減のための栽培法改善

（スターチス・シヌアータ（栄養系品種）の灰色かび病軽減のための栽培法改善）
担当部署：花・野菜技術センター 研究部 花き科 病虫科
協力分担：
予算区分：道費
研究期間： 年度（平成 ～ 年度）2000-2002 12 14
-------------------------------------------------------------------------------
１．目的

スターチス・シヌアータは本道の基幹品目であるが、栽培上の最も大きな問題が灰色か
び病である。灰色かび病は切花の商品価値をなくすだけでなく近年では株枯れを引き起こ
すことも明らかとなっているが、農薬だけで病害を抑制するのは困難である。

そこで現在主流である栄養系品種について、本病の被害を軽減し、かつ切花品質には影
響を与えないような、ハウス内環境を含めたより良い栽培法を本試験において検討した。

２．方法
（１）灰色かび病軽減のための栽培法改善試験
１）環境制御、耕種法による灰色かび病（切花）発生軽減対策試験
２）環境制御、耕種法による灰色かび病（株枯れ）発生軽減対策試験
３）耕種法の違いと株元における灰色かび病菌の飛散胞子数との関係
４）耕種法の違いが空中飛散胞子数などに与える影響
５）環境制御の切花の収量性、切花品質に対する効果
６）栽培法の切花の収量性、切花品質に対する効果
（２）灰色かび病の動態の検討と有効薬剤の検討
１）灰色かび病の発生を助長する湿度および濡れ条件
２）薬剤耐性菌の推移
３）有効薬剤の検索

３．成果の概要
（１）灰色かび病軽減のための栽培法改善試験

） 、 。１ 切花の灰色かび病に対する環境制御では除湿機の効果が最も高く 加温除湿が次いだ
送風は送風量が少ないと灰色かび病発生率が増加し、逆に多くすると低下した（表 。1,2）
２）株枯れは環境制御により抑制できなかった。送風量が多いと逆に株枯れが増加した。
３）マルチや葉かきにより採花初期の灰色かび病（切花、株枯れ）を抑制することはでき
たが、全期間を通じて抑制することはできなかった。
４）薬剤の茎葉散布で切花の灰色かび病は抑制できたが、株枯れは抑制できなかった。し
かし株元散布や倍量散布で株枯れを抑制できた（表３，４ 。）
５）株元の飛散胞子は薬剤の茎葉散布、株元散布によって減少したが、マルチの有無の影
響はなかった（表５ 。）
６）空中飛散胞子は除湿､加温除湿により減少したが､送風による影響はなかった(図2)。
７）環境制御区の収量性が高い年次と連作のためか収量性に差がない年次があった。

2.7 2.5８ 環境制御による電気料金を試算すると切花１本当たり除湿機で 円 加温除湿で） 、
円であった（表６ 。）

（２）灰色かび病の動態の検討と有効薬剤の検討
１）湿度 で1時間以上､ で3時間以上の濡れ時間により発病が助長された(表７)｡90% 80%
２）薬剤散布によって該当する薬剤耐性菌の胞子数の割合が速やかに上昇した。
３）Ｓ水和剤の効果が高かった。Ｆ水和剤はやや効果が劣ったが、対照と同程度の効果が
認められた。

（３）スターチス・シヌアータの灰色かび病軽減対策
１）除湿機（目標湿度 ％）もしくは加温除湿（目標湿度 ％）を導入する。75 85
２）全面マルチの導入
３）葉かきは除湿機や加温除湿の導入により省略可能。
４）茎葉への薬剤散布
５）株枯れの病徴が見られる場合は茎葉散布時に散布量を増やす。



表１ 環境制御と灰色かび病発生割合( ) 表２ 環境制御と灰色かび病発生割合( )． ．H13 H14

表３．株元散布と株枯れ指数( ) 表４．防除と株枯れ指数( )H12 H14

表５．耕種法の違いおよび防除の有無 表６．環境制御による規格品収量とコスト
による葉の付着胞子数の違い

表７．濡れ時間および湿度と発病度の関係

( 14 )図１．夜間湿度の推移 図２．空中飛散胞子数の推移 平成 年度
（ 月平均、地上高 ）H13.9 50cm

４．成果の活用面と留意点
全道のスターチス栽培ハウスに適用する。
有効薬剤は未登録である。

５．残された問題とその対応
効率的な除湿、暖房法の検討
登録農薬の拡大、茎葉に対する薬剤散布回数削減の検討

防除 無処理 除湿機 加温除湿 送風 防除 無処理 除湿機 加温除湿 送風
有 10.4 0.3 1.6 15.2 有 2.8 0.0 0.8 0.0
無 5.1 1.6 3.5 9.1 無 21.5 0.3 2.2 4.4

＊10,11月の灰色かび病本数／ ＊9,10,11月の灰色かび病本数／
（全採花本数＋灰色かび病本数）、本／株 （全採花本数＋灰色かび病本数）、本／株

防除 株元散布 株枯れ指数 防除 無処理 除湿機 加温除湿 送風
有 株元 1.2 大量 0.7 1.2 1.4 2.1

無 1.8 通常 1.4 1.3 2.2 2.8
無 株元 3.5 半回 2.2 2.2 2.9 2.9

無 3.7 無 3.0 2.8 3.1 3.3
＊株枯れ指数（0：無－4：枯死） ＊株枯れ指数（0：無－4：枯死）
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無処理 除湿機 加温除湿 送風
規格品採花本数＊ 3,877 6,832 5,896 6,013
電気料金（円） 6,252 18,599 14,899 11,144
無処理区との差 － 12,347 8,647 4,892
1本当電気料(円) 1.6 2.7 2.5 1.9
灯油使用量（㍑） 1,722 1,597 2,370 1,722
灯油料金（円） 74,328 68,793 101,268 74,328
1本当灯油料(円) 11.0 3.4 6.4 6.2
＊ハウス（120㎡）当たりの規格品収量（平成13年のデータ）

湿度 69% 82% 92%
濡れ時間
0時間  4.17  8.33 18.33
1時間 10.00 19.17 30.00
3時間 18.33 46.67 50.83
6時間 19.17 55.83 69.17

防除 マルチ葉かき 防除 付着
(茎葉) (株元)胞子数
○ ○ ○ ○ 6.28
○ ○ ○ × 8.60
○ ○ × × 11.50
○ × ○ ○ 6.38
○ × ○ × 8.38
○ × × × 12.53
× ○ ○ ○ 7.05
× ○ ○ × 15.73
× ○ × × 24.00
× × ○ ○ 8.20
× × ○ × 15.18
× × × × 27.40

○印は該当する処理を施したもの，
×印は処理を行わなかったことを示す。

栽培管理


